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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によるワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも1つのダウンリンク送信のための1つまたは複数の狭帯域をユーザ機器(UE)に
割り振るステップと、
　前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられる情報、およびリソースインジケータ値(RI
V)を前記UEに送信するステップとを備え、前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域の各々
における前記少なくとも1つのダウンリンク送信のために割り振られる、共通の開始RBお
よびRBの共通のセットを示し、同じRIVが、前記少なくとも1つのダウンリンク送信のため
に割り振られる前記1つまたは複数の狭帯域の各々のために使用される、方法。
【請求項２】
　1つまたは複数の狭帯域を割り振ることが、
　20メガヘルツ(MHz)帯域幅の中の16個の6RB狭帯域のセットからの2つの連続する狭帯域
の1つまたは複数のグループを割り振ることを含み、前記1つまたは複数の狭帯域と関連付
けられる前記情報が、2つの連続する狭帯域のどのグループが前記UEに割り振られるかを
示す、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記RIVおよび前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられる前記情報が、一緒にコーデ
ィングされ前記UEへ送信される、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記1つまたは複数の狭帯域を割り振ることが、
　20MHz帯域幅内の4個の5MHzサブバンドを決定し、
　前記4個の5MHzサブバンドのうちの1つの中へと1つまたは複数の狭帯域の割振りを制限
することを含み、
　前記UEに送信される前記情報が、前記4個の5MHzサブバンドのいずれの中に、前記共通
の開始RBおよびRBの前記共通の数が割り振られるかを示し得る、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域のうちの少なくとも1つのための、開始RBとRB
の数とのすべての可能な有効な組合せを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域のうちの少なくとも1つのための、開始RBとRB
の数とのすべての可能な有効な組合せのサブセットを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記1つまたは複数の狭帯域が、16個の6RB狭帯域のセットからの4つの連続する狭帯域
のグループ内に含まれ、
　前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられる前記情報が、4つの連続する狭帯域の前記
グループ内のどの狭帯域が前記UEに割り振られるかを示し得る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記4個の5MHzサブバンドが、前記20MHz帯域幅内の重複しないサブバンドである、請求
項４に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも1つのダウンリンク送信のために割り振られる1つまたは複数の狭帯域と関連
付けられる情報、およびリソースインジケータ値(RIV)を基地局から受信するステップで
あって、前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域の各々において割り振られる、共通の開
始RBおよびRBの共通のセットを示し、同じRIVが前記少なくとも1つのダウンリンク送信の
ために割り振られる前記1つまたは複数の狭帯域の各々のために使用される、ステップと
、
　前記少なくとも1つのダウンリンク送信のために前記1つまたは複数の狭帯域の各々にお
いて割り振られる、前記共通の開始RBおよびRBの前記共通の数を監視するステップとを備
える、方法。
【請求項１０】
　前記1つまたは複数の狭帯域が、20メガヘルツ(MHz)帯域幅の中の16個の6RB狭帯域のセ
ットからの2つの連続する狭帯域の1つまたは複数のグループを含み、
　前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられる前記情報が、連続する狭帯域のどのグル
ープが前記UEに割り振られるかを示す、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記UEによって受信される、前記RIVおよび前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられ
る前記情報が、一緒にコーディングされる、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記1つまたは複数の狭帯域が、20MHz帯域幅内の4個の5MHzサブバンドのうちの1つに制
限され、
　前記RBと関連付けられる前記情報が、前記4個の5MHzサブバンドのいずれの中に、前記R
Bが割り振られるかを示しうる、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域のうちの少なくとも1つのための、開始RBとRB
の数とのすべての可能な有効な組合せを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記RIVが、前記1つまたは複数の狭帯域のうちの少なくとも1つのための、開始RBとRB
の数とのすべての可能な有効な組合せのサブセットを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記1つまたは複数の狭帯域が、16個の6RB狭帯域のセットからの4つの連続する狭帯域
のグループ内に含まれ、
　前記1つまたは複数の狭帯域と関連付けられる前記情報が、4つの連続する狭帯域の前記
グループ内のどの狭帯域が前記UEに割り振られるかを示し得る、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記4個の5MHzサブバンドが、前記20MHz帯域幅内の重複しないサブバンドである、請求
項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１から８のいずれか一項に記載されている方法を実行する手段を備える、基地局
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によるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１８】
　請求項９から１６のいずれか一項に記載されている方法を実行する手段を備える、ユー
ザ機器(UE)によるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１９】
　プロセッサにより実行されるときに、請求項１から８のいずれか一項に記載されている
方法を前記プロセッサに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項２０】
　プロセッサにより実行されるときに、請求項９から１６のいずれか一項に記載されてい
る方法を前記プロセッサに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
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